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新たな津市一般廃棄物処理基本計画を策定新たな津市一般廃棄物処理基本計画を策定
　津市内で発生する一般廃棄物(ごみ、生活排水)を安定的、かつ適正に処理し、生活環境の保全お
よび公衆衛生の向上を図るため、津市では今後10年間で取り組む施策の基本的な方向を示した新
たな「津市一般廃棄物処理基本計画」を策定しました。

　次のとおり、ごみの排出量削減とリサイクル率の向上を目指します。 

燃やせるごみに
約30％の資源化できる紙・布類が混じっているんだ。

生ごみ処理機
などの購入には
補助金制度が
あるよ！

津市のごみ処理
経費の削減にも
なるよ！

少し乾燥や
脱水するだけで
効果があるよ♪

※リサイクル率＝総資源化量(リサイクル量)÷津市のごみ総排出量

目標とする項目 2016(平成28)年度(実績値) 2027年度(目標年度)
１人１日当たりのごみ排出量
リサイクル率

1,003g
23.3%

950g
34.0%

主な取り組み内容は？

目指す目標値は？

計画の実現に向けて

津市一般廃棄物処理基本計画の内容は津市ホームページまたは環境政策課へ
津市一般廃棄物処理基本計画|HP 検索

　紙類、布類の分別徹底　 
　「燃やせるごみ」の中には、資源として活用できる紙類・布類が
多く混入しています。紙類や布類は分別すれば再びトイレットペー
パーや衣類などの製品にリサイクルできることから、各家庭でこれ
らを資源として分別してもらうよう取り組みます。 

　生ごみの減量化 
　燃やせるごみの約40％は台所などから出る生ごみです。生ごみは
約75％が水分です。その水分を減らすことができれば、大きくごみ
の量を減らすことができます。また、畑や家庭菜園などがあれば、
堆肥化して肥料として使えます。
　そこで、生ごみの水切りや生ごみ処理機、コンポストで堆肥化を
推進するなど、生ごみの減量化を目指します。 

　ごみを減らすためには、市民の皆さんの協力が不可欠です。一人一人が１日
53g(Ｍサイズの卵１個分程度)のごみを減らすことで目標は達成できます。ごみ
を出さないようにする「リデュース」や、物を無駄にせず繰り返し使う「リユー
ス」で、自然に優しく、ごみの少ない、より暮らしやすい環境にしましょう。 


